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鳥取県西部地震震源域の短波長不均質構造をアレイ観測波形のセンブランス解析によって推定した。136 個の記
録のうち，27 個の記録の上下動成分において，P-S 間に顕著な振幅をもつ波群が見られ，その見かけ速度，到来方
向から震源付近での短波長不均質により P-P もしくは S-P 散乱された波群と考えられる。 

 
 
１． はじめに 
鳥取県西部地震（2000 年 10 月 6 日，Mj 7.3, Mw 6.6）の震源域の不均質構造は震源過程の議論の上で重要であ

る。走時データを用いた地震波速度トモグラフィでは検出が困難と考えられる短波長不均質構造は，散乱波のアレ
イ観測とセンブランス解析で議論できる。我々は本震発生直後の 2000 年 10 月 9 日夕刻より10 月 14 日深夜まで，
震源域の日野町内鵜の池において測点間隔50m から 100m の短周期地震計7 台で構成される小スパンアレイを展開
し余震を観測した（西上・他，2000）。本稿では得られた波形のセンブランス解析の結果を示し，震源域の短波長
不均質構造について議論する。 

 
２．データと解析 
2000 年 10 月 10 日 11 時 30 分から 10 月 14 日 23 時までの期間で京大防災研 SATARN システムにより震源が決定

された 136 個の記録を解析した。アレイ各点の波形の上下動成分をorigin time から 12 秒間切り出し，ウインド
ウ幅 0.15 秒のセンブランス値を計算し(Neidell and Taner, 1971)，波群の到来方向，見かけ速度を得た。 

 
３．結果と考察 
27 個の記録においてP-S 間の上下動成分に顕著な振幅をもつ波群が見られた。卓越周波数は12 Hz 程度であり，

センブランス解析の結果から直達 P 波と到来方向，見かけ速度はほぼ等しいことがわかった。これらの震源はほと
んど本震震源断層の北部延長域に分布していた。次に，これらの波群が観測点近傍で発生した可能性を検討するた
めに，まず，Ｐ波到達時刻で時間軸をそろえたレコードセクションを作成し，P-S 間に波群が同じ時間で到来して
いないか確認したところ，そのような波群は見られず，Ｓ波についても同様であった。次に，同じイベントの多里
観測点（定常観測点）の波形を見ると，同様に上下動成分のP-S 間に顕著な振幅を持つ波群があり，P 波到達後 1
秒に見られる点も鵜の池アレイと共通であった。以上の結果から，鵜の池アレイで観測された P-S 間に見られる顕
著な震幅の波群は，観測点近傍ではなく，断層北部とその延長域周辺の強い短波長不均質構造においてP-P もしく
は S-P 散乱した波群と考えられる。今後はさらに詳細な構造の他，短波長不均質構造のスケールについても解析す
る予定である。 


